
　今回の研究会では３氏が講演
した後、茅座長、加藤三郎ＮＰ
Ｏ法人環境文明 共同代表らか
ら再生可能エネルギーの現状の
制度問題、コスト、将来性など
について質問が出され、講演者
を中心に活発な意見交換が行わ
れた。茅座長は「ソーラーやバ
イオマスを日本で大規模に展開
するには問題があることがよく
わかった。再生可能エネルギー
をこれから伸ばすには大規模な
ものが重要な位置を占めるので
頑張っていただきたい」と述べ
研究会を締めくくった。

大
規
模
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
展
望
と
課
題

山本博巳氏電力中央研究所社会経済研究所上席研究員

意見交換会ではメガソーラーのコスト問題や、日本
でのエタノール増産の可能性などの課題点を検証

太陽と風のめぐみを生かし、
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世
界
生
産
急
伸
年
８
６
１
０
万
�
�

　
世
界
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

生
産
は
今
世
紀
に
入
っ
て
急
激

に
伸
び
て
い
る
。
２
０
１
１
年

の
世
界
生
産
は
８
６
１
０
万

で
現
在
は
さ
ら
に
そ
れ
を
上

回
る
状
況
だ
。
石
油
換
算
す
る

と
５
０
０
０
万

を
超
え
、

わ
が
国
の
年
間
の
ガ
ソ
リ
ン
消

費
量
を
超
え
て
い
る
。

　
米
国
が
世
界
生
産
の
６
割
以

上
を
占
め
て
１
位
、
ブ
ラ
ジ
ル

が
約

％
で
２
位
と
両
国
で
世

界
の
約
９
割
弱
を
生
産
し
て
い

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
サ
ト
ウ
キ

ビ
、
米
国
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

主
な
原
料
と
し
て
い
る
。
今
後

も
ブ
ラ
ジ
ル
が
エ
タ
ノ
ー
ル
輸

出
の
ほ
と
ん
ど
を
賄
う
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
エ
タ
ノ
ー
ル
の
状
況

と
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

構
造
高
度
化
法
が

年
か
ら
施

行
さ
れ
、
導
入
目
標
量
と
持
続

可
能
性
基
準
が
示
さ
れ
て
い

る
。

年
の
目
標
量
は
石
油
換

算
で

万

、
エ
タ
ノ
ー
ル

は
単
位
リ
ッ
タ
ー
あ
た
り
石
油

の
０
・
６
掛
け
ぐ
ら
い
の
熱
量

な
の
で
約

万

に
相
当
す

る
。

年
の
目
標
量
は
石
油
換

算

万

、
エ
タ
ノ
ー
ル
で

万

に
相
当
す
る
。

　
持
続
可
能
性
基
準
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
原
単
位
で
定
義

さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
比
で

％
以

上
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る

も
の
を
認
定
す
る
。
従
っ
て
、

二
酸
化
炭
素
を
あ
ま
り
削
減
で

き
な
い
エ
タ
ノ
ー
ル
は
認
定
さ

れ
な
い
。

　
わ
が
国
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産

は
、
コ
ス
ト
競
争
力
が
な
い
の

で
あ
ま
り
盛
ん
と
は
い
え
な

い
。

年
に
北
海
道
で
エ
タ
ノ

ー
ル
の
大
規
模
な
生
産
工
場
が

稼
働
し
た
。
年
間
１
・
５
万

と
日
本
最
大
で
、
苫
小
牧
と

十
勝
の
２
カ
所
が
稼
働
し
て
い

る
。
他
の
施
設
は
１
０
０
０

ぐ
ら
い
の
生
産
量
だ
。

　
そ
の
た
め
、
日
本
の
エ
タ
ノ

ー
ル
供
給
の
目
標
量
は
、
大
部

分
が
輸
入
に
頼
ら
な
い
と
い
け

な
い
状
況
だ
。
持
続
可
能
性
基

準
を
満
た
す
エ
タ
ノ
ー
ル
は
サ

ト
ウ
キ
ビ
だ
け
で
、
主
に
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
輸
入

に
な
る
。

　
世
界
最
大
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
原

料
の
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
会
社

で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
Ｅ
Ｔ
Ｈ
社

は
、
年
間
生
産
量
が
３
０
０
万

で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ

タ
ノ
ー
ル
生
産
の
約

％
を
占

め
る
。
プ
ラ
ン
ト
の
新
設
で

年
に

万

の
生
産
量
を
増

や
し
た
。
９
工
場
所
を
保
有

し
、
最
大
が

万

、
最
小

が

万

の
規
模
で
、
最
低

で
も
日
本
の
工
場
の

倍
の
規

模
が
あ
る
。
規
模
の
計
算
で
考

え
る
と
、
同
社
の
工
場
は

万

―

万

の
コ
ス
ト
の
安
い

範
囲
で
生
産
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本

の
１
・
５
万

は
規
模
が
小

さ
い
た
め
設
備
コ
ス
ト
が
高
い

状
況
に
あ
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
協

会
の
資
料
に
よ
る
と
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
作
付
面
積
は
全
耕
作
可

能
面
積
の
２
・
５
％
で
あ
り
、

１
・
５
％
が
エ
タ
ノ
ー
ル
用
で

１
％
が
砂
糖
用
に
な
っ
て
い

る
。
作
付
面
積
の
１
位
は
大

豆
、
２
位
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

３
位
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
だ
。
特
徴

的
な
の
は
牧
草
地
が
耕
地
の
２

倍
か
ら
３
倍
弱
あ
る
こ
と
だ
。

同
協
会
関
係
者
は
、
牧
草
地
は

粗
放
的
な
放
牧
な
の
で
サ
ト
ウ

キ
ビ
に
転
換
し
た
い
と
言
う
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生

産
は
、
同
国
の
自
動
車
販
売
に

関
係
し
て
お
り
、
内
需
主
導
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
因
が
フ

レ
ッ
ク
ス
車
の
販
売
だ
。
フ
レ

ッ
ク
ス
車
は
エ
タ
ノ
ー
ル
が
０

―
１
０
０
％
ま
で
大
丈
夫
と
い

う
車
で
、

年
に
導
入
が
始
ま

り
、
現
在
販
売
さ
れ
る
４
気
筒

車
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
が
フ
レ
ッ

ク
ス
車
で
あ
る
。
全
ガ
ソ
リ
ン

車
で
も

％
以
上
を
占
め
て
い

る
。

　
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
農
作
物
の
た

め
不
作
の
年
も
あ
り
、
生
産
量

は
毎
年
増
減
し
て
い
る
。
特
に

年
は
数
年
ぶ
り
の
不
作
で
、

例
年
エ
タ
ノ
ー
ル
の
輸
出
先
で

あ
る
米
国
か
ら
逆
に
エ
タ
ノ
ー

ル
を
輸
入
し
た
。
農
作
物
と
い

う
特
徴
を
考
え
る
と
、
日
本
の

バ
イ
オ
燃
料
導
入
量
基
準
に
つ

い
て
も
柔
軟
な
運
用
が
必
要

だ
。

意
見
交
換
会
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大
規
模
展
開
が
重
要
課
題

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
課
題
太
陽
光
利
用
ア
ジ
ア
電
力
網

セ
ル
ロ
ー
ス
技
術
に
注
目
国
産
エ
タ
ノ
ー
ル

　
―
東
工
大
で
開
発
し
た
ク

ロ
ス
リ
ニ
ア
ー
の
技
術
は
日

本
で
ど
の
程
度
使
え
る
可
能

性
が
あ
る
の
か
。

　
玉
浦
　
日
本
で
の
ク
ロ
ス

リ
ニ
ア
ー
の
展
開
を
考
え
る

場
合
、
い
わ
ゆ
る
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
太
陽
光
発
電
と
の
比

較
が
出
て
く
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｖ

集
光
型
太
陽
光
発
電

で

ク
ロ
ス
リ
ニ
ア
ー
型
を
考
え

る
と
、
日
本
は
湿
気
が
あ
る

の
で
Ｃ
Ｐ
Ｖ
は
Ｐ
Ｖ
よ
り
も

一
見
不
利
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
変
換
効
率
が

％
以

上
出
る
の
で
あ
れ
ば
面
積
当

た
り
の
発
電
効
率
は
、
Ｃ
Ｐ

Ｖ
の
方
が
優
位
性
が
あ
る
だ

ろ
う
。
コ
ス
ト
も

分
の
１

ぐ
ら
い
だ
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

で
Ｐ
Ｖ
が
い
い
か
、
ク
ロ
ス

リ
ニ
ア
ー
Ｃ
Ｐ
Ｖ
が
い
い
か

は
比
較
し
て
検
討
し
て
み
た

ら
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
―
ア
ジ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
モ
ン
ゴ
ル

な
ど
砂
漠
に
近
い
地
域
が
結

構
あ
る
の
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
も
考
え
ら
れ
る
の
で

は
。

　
玉
浦
　
太
陽
熱
発
電
が
非

常
に
重
要
だ
。
蓄
熱
し
て

時
間
発
電
し
、
そ
れ
を
Ｈ
Ｖ

Ｄ
Ｃ

高
圧
直
流
電
送

で

運
ん
で
く
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル

辺
り
で
行
い
、
日
本
に
ま
で

つ
な
い
で
将
来
は
ア
ジ
ア
地

域
の
サ
ン
ベ
ル
ト
の
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
す
る
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
技
術
的
に

は
問
題
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

む
し
ろ
、
ど
う
い
う
資
本
投

下
を
す
る
の
か
、
ど
う
い
う

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
す
る
の

か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
問
題
で
、
ア
ジ
ア
の

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
考

え
る
か
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
な
っ
て
い
る
。

　
―
固
定
価
格
買
取
制
度
の

買
い
取
り
価
格
が
下
が
っ
て

事
業
者
の
熱
が
冷
め
る
の
が

心
配
だ
。
今
後
、
太
陽
光
発

電
の
設
置
費
用
は
下
が
る
の

か
。

　
岩
渕
　
法
律
で
は
３
年
間

と
規
定
し
て
い
る
。
す
で
に

１
年
す
ぎ
た
の
で
後
も
う
１

年
ぐ
ら
い
は
、
と
い
う
思
い

は
あ
る
。
費
用
の
う
ち
モ
ジ

ュ
ー
ル
代
は
住
宅
用
で
半
分

ぐ
ら
い
だ
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

級
に
な
る
と
約
３
分
の
１
。

そ
れ
以
外
が
工
事
費
と
そ
の

他
の
費
用
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
確
か
に
海
外
品
が
入
っ

て
モ
ジ
ュ
ー
ル
価
格
が
下
が

る
傾
向
に
あ
っ
た
。
一
方
、

現
時
点
で
は
為
替
が
円
安
に

な
り
、
海
外
品
が
ど
れ
だ
け

入
っ
て
く
る
の
か
わ
か
ら
な

い
。
工
事
費
や
人
件
費
、
部

材
は
下
が
る
よ
り
も
上
が
る

傾
向
の
ほ
う
が
強
い
。

　
―
大
き
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

用
の
土
地
が
簡
単
に
手
に
入

る
の
か
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
ど
の
ぐ
ら
い
費
用
が

か
か
る
の
か
。

　
岩
渕
　
日
本
の
国
土
の
平

地
の
比
率
か
ら
い
っ
て
限
界

は
あ
る
。
大
規
模
な
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
用
の
土
地
は
か
な
り

限
定
的
だ
。
一
方
、
大
き
な

遊
休
地
が
意
外
と
あ
る
。
た

だ
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
適
し

た
土
地
か
と
い
う
と
別
問
題

だ
。
系
統
や
農
地
の
問
題
、

地
権
者
の
調
整
な
ど
を
考
え

る
と
そ
ん
な
に
適
し
た
土
地

は
多
く
な
い
。
今
の
太
陽
電

池
は
基
本
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
リ
ー
だ
。
だ
か
ら
と
い

っ
て
お
金
が
か
か
ら
な
い
か

と
い
う
と
ゼ
ロ
で
は
な
い
。

電
気
的
な
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
や
接
続
部
分
な
ど

法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
点

検
は
必
要
だ
。
故
障
し
た
ら

直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
モ

ジ
ュ
ー
ル
に
不
備
が
あ
れ
ば

交
換
費
用
が
か
か
る
。

　
―
日
本
で
エ
タ
ノ
ー
ル
生

産
の
可
能
性
は
ど
の
程
度
あ

る
も
の
な
の
か
。

　
山
本
　
北
海
道
に
お
け

る
、
余
剰
に
な
っ
た
テ
ン
サ

イ
や
規
格
外
の
小
麦
、
ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
が
年
間
３

万

の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産

の
原
料
に
な
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
砂
糖
系
の
テ
ン
サ
イ

や
沖
縄
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、

農
業
保
護
し
て
栽
培
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
ら
高

価
格
の
原
料
を
使
っ
て
エ
タ

ノ
ー
ル
を
生
産
す
る
の
は
経

済
的
に
非
常
に
厳
し
い
。
今

後
、
日
本
で
エ
タ
ノ
ー
ル
を

増
産
す
る
た
め
に
は
、
新
技

術
で
あ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
を
使

っ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
に
着
目
す

る
必
要
が
あ
る
。
国
で
も
セ

ル
ロ
ー
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
の
技

術
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
―
今
後
、
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

や
燃
料
電
池
車
が

も
っ
と
出
て
き
た
と
き
、
エ

タ
ノ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
な
方

向
に
向
か
う
の
か
。

　
山
本
　
こ
れ
か
ら

年
後

で
あ
れ
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

液
体
燃
料
主
体
の
燃
料
構
成

が
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
そ
の

年
後
に
な
る

と
、
Ｅ
Ｖ
や
燃
料
電
池
車
が

出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

従
っ
て
近
未
来
に
お
い
て

は
、
世
界
で
す
で
に
約
８
６

０
０
万

が
生
産
・
消
費

さ
れ
る
エ
タ
ノ
ー
ル
を
、
日

本
と
し
て
も
無
視
で
き
な

い
。
た
だ
し
、
大
量
に
エ
タ

ノ
ー
ル
を
輸
入
す
る
と
農
産

物
の
国
際
価
格
が
上
昇
し
、

輸
入
農
産
物
の
値
段
に
跳
ね

返
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
。
燃
料
の
グ
リ
ー
ン
化

と
い
う
意
味
で
エ
タ
ノ
ー
ル

の
混
入
量
を
増
や
す
の
は
重

要
だ
が
、
世
界
の
農
産
物
の

市
況
を
見
な
が
ら
進
め
て
い

く
べ
き
だ
。
並
行
し
て
食
料

と
競
合
し
な
い
セ
ル
ロ
ー
ス

原
料
の
エ
タ
ノ
ー
ル
の
技
術

開
発
を
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。

敬
称
略
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